
問題と目的
新型コロナウイルス感染症（COVID-１９）の

感染拡大をうけ，WHOは２０２０年３月１１日にパ
ンデミック宣言を出し，日本政府も４月７日に
東京，大阪をはじめとする７都道府県を対象に，
緊急事態宣言を発令した。この宣言は４月１６日
には全国に拡大され，これによる外出自粛要請
により，人々の行動には大きな制約が課され，
教育はもとより経済活動，生活全般に大きな影
響を及ぼし，今もなお，その影響を受けている。
教育現場においては，２月２７日 内閣総理大臣
による突然の全国全ての小中高校に対する３月
２日からの休校要請が出され，学年末が通常の
形で実施できない状況となった。地域を限定せ

ず政府が全国の教育機関に休校要請を呼びかけ
るのは極めて異例のことであり，大学において
も事態は同様であった。その後も感染が収束す
ることはなく，新年度を迎え，教育現場では休
校をいつまで続けるか，密を避けてどのように
教育を再開するか等の検討がなされ，大学の多
くは５月ごろよりオンライン授業による教育の
再開を決定した。
このような中はじまった新しい大学生活は，
学生にどのような影響を与えているのだろう
か。これまで，大学への適応に対する研究は，
進学などのライフイベントの観点から大きな生
活の変化として捉えられ，特に大学１年生を対
象に行われることが多かった。また大学生活は，
これまでの高校生活までとは異なり，自らが主
体的に動く姿勢が求められることや，青年期が
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中できる環境が重要であることが示された。アンビバレント傾向の人はコミュニケーションの頻度が少なく，特に教員と
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子どもから大人への移行期と位置づけられるこ
とから，社会へ適応する準備や親からの情緒的
な自立の視点，親とのアタッチメントと大学生
活の不安や適応との関連（丹羽，２００５）等の研
究が行われてきた。また近年の大学の大衆化に
伴い，多様な価値観を持つ大学生の大学適応感，
大学生活の満足度や充実感，学業へのつまづき
や不本意入学等との関連，モラトリアム傾向や
アパシー傾向と精神的健康，ストレス，不適応，
退学の問題等と関連して研究が行われてきた。
アパシー傾向の学生は，学習意欲や動機づけが
低く自分自身の問題としての現実感が薄いこと
（溝上，１９９６），対人関係の中になじめず，悩む
ことを回避する傾向があること（山下，１９９７），学
生精神的健康調査（UPI：University Personality
Inventory）との関連からは，抑うつ感が学業・
課題からの脱却，対人関係が授業からの脱却に
影響を与えていることが示され，入学直後に学
生のスクリーニングとしてこれらの尺度を用い
ることがその後の学生への支援に役立つとして
いる（箭本ら，２０１７）。また，大学生活の充実感
に関する研究では，大学生活の充実感には友人
満足度，期待感，不安が関連しており，特に友
人との交友の満足度が影響すること，また友人
との交友満足度が高い学生ほどソーシャルスキ
ルが高いことが示されている（大対，２０１５）。
大学生活の適応感にはサークルなどの活動の
有無が関係しており，課外活動の充実が大学生
活の適応に繋がるとしている（松原ら，２００６）。
また，孤独感やストレス，適応や満足度にはソー
シャルサポートが影響しており，ソーシャルサ
ポート高群ほど，ストレスや孤独感が低いこと
が明らかとなっている（和田，１９９５，福岡，２００８）。
これらの研究の多くは１年生の入学直後の状
況や数か月後または１年後時点での状況を捉え
ているものとなっている。今回のオンライン授

業の実施や全面的な対面での交流の禁止に伴う
大学生活の変化は，世界的な規模で起こってい
る社会の変化の一部でもあり，全ての人にとっ
ての大きな変化となっている。そのため，全て
の学生が新たな環境変化への適応を求められて
いる。これらのことから，大学１年生から４年
生までの全ての学年を対象として研究を実施す
る。まず，学生の大学生活への適応感の状況を
はじめ，オンライン授業をどのように捉えてい
るか，友人や教員，家族とのコミュニケーショ
ンの状況がどのようになっているかの現状を把
握する。次にこれまでの研究でも関連が示され
ている，孤独感やアタッチメント，友人数との
関係等との関連を検討する。本研究では，新し
い大学生活を大学生の生活の中心にある「学習」
と非対面での交流を生活の変化として捉えてい
く。また「オンライン授業」という生活の変化
に対する負担感をストレスと捉え，その状況の
程度や取り組みの姿勢について検討する。その
上で，適応感やストレス（オンラインに対する
負担感）の程度と適応感との間には関連がみら
れるか，また，これらの要因と個々の対人的構
えとしてのアタッチメントや孤独感，他者との
関わりとしてのコミュニケーションの頻度との
間には関連がみられるか検討する。あわせて，
適応感や孤独感，負担感やコミュニケーション
についてその状況を明らかにすることで，この
先も続く可能性がある状況への適応のために，
大学としてできる支援についても考察する。

方法
［被調査者］首都圏A女子大学１年生～４年生
１１７名（１年生３９名，２年生２５名，３年生２１名，４
年生３２名）。欠損が多いものは調査対象から除
外したが，データを最大限活用する観点から２
～３個の欠損については分析対象として用い

大学生活への適応と孤独感について―コロナ禍による大学生活の変化に着目して―

― 54 ―



た。そのため，欠損値を含む尺度については合
計点を算出できなかった。したがって，その該
当尺度得点においては得点算出が不可能である
ことから分析対象から除外することとした。す
なわち，測度として使用した尺度ごとに分析対
象となるデータ数が異なっている。
［調査時期］２０２０年７月上旬から中旬
［実施方法］調査は心理学に関連する科目，福
祉・教育・心理学関係を学ぶ学生が履修する科
目，全学に開講されている全学共通科目の各授
業終了時に，調査の趣旨を説明し，Google
フォームのURLを配信しインターネットでの
回答を求めた。回答が得られた時点で調査に同
意したことになることを伝えた。
［調査内容］
アタッチメント尺度 琢磨・戸田（１９８８）によ
る成人愛着内的ワーキングモデル尺度３因子１８
項目および，酒井（２００１）による就学前の母子
関係尺度３因子９項目について，「１全く当て
はまらない」～「４非常に当てはまる」の４段
階評定で回答を求めた。成人愛着内的ワーキン
グモデル尺度は「安定性」６項目，「回避性」６
項目，「アンビバレント性」６項目，就学前の
母子関係尺度は「就学前の安定的な母子関係」
３項目，「就学前の拒否的な母子関係」３項目，
「就学前のアンビバレントな母子関係」３項目
から成る。それぞれの評定値を加算し尺度得点
を算出し分析に用いた。
孤独感尺度 工藤・西川（１９８３）孤独感尺度２０
項目１因子構成について「４しばしば感じる」
～「１めったに感じない」の４段階評定で回答
を求めた。それぞれの評定値を加算し尺度得点
を算出し分析に用いた。
大学生活への適応感尺度 松原・宮崎・三宅
（２００６）による大学生を対象にした学生生活全
体の適応状態を総合的の測るメンタルヘルス尺

度のうち，「大学生活の適応感尺度」部分５因
子３０項目について「１全く当てはまらない」～
「４かなり当てはまる」の４段階評定で回答を
求めた。「大学生活の適応感尺度」は「学業の
つまづき」６項目，「大学への不本意感」５項
目，「不規則な日常生活」６項目，「大学生活へ
の充実感の乏しさ」６項目，「自分への自信の
なさ」７項目から成る。それぞれの評定値を加
算して各下位尺度得点を算出し，分析に用いた。
なお，メンタルヘルス尺度は，大学生活の適応
感尺度とうつ尺度および疲労感尺度の３部構成
から成る。
コロナ禍の中での学習や生活等について 上記
の尺度以外に，「オンライン授業に関する負担
感」「コミュニケーションの頻度」についてそ
の程度を評定で求める項目の他，自由記述にお
いて状況についての具体的な回答を求めた。
オンライン授業に対する負担感 「機器やツー
ルに関する不慣れさ」「所有している機器の機
能の不十分さ」「通信環境の不安定さ」「授業に
集中できる環境がつくれない」「心理的負担」「身
体的負担」「課題の多さ」について「１感じた
ことはない」～「４よく感じた」の４段階評定
で回答を求めた。
コミュニケーションの頻度 「教員とのコミュ
ニケーションの頻度」「友人とのコミュニケー
ションの頻度」「家族とのコミュニケーション
の頻度」について，それぞれ１週間におけるコ
ミュニケーションの頻度を「０なし」～「４毎
日」の５段階評定で回答を求めた。
自由記述 「学内の友人数」「学外の友人数」「自
分を支えてくれる人」「心理的負担の内容」「身
体的負担の内容」「オンライン授業への取り組
みの姿勢」「現在の生活や状況の中で，不安に
思っていること」「オンライン授業を受ける中
で感じたこと（辛かった，困った，難しかった，
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よかった等も含む）」「対面授業とオンライン授
業の違い」「コロナの状況下における社会や環
境の中で学んだ」について回答を求めた。

結果と考察
１．調査対象者の現状と対人的特性について
調査対象者の現在の状況や適応について，孤
独感尺度，大学生活への適応感尺度，アタッチ
メント尺度，オンライン授業に対する負担感，
コミュニケーションの状況，友人数について分
析を行った。回答者の内訳は１年生３９名，２年
生２５名，３年生２１名，４年生３２名である。

１）各尺度得点について
孤独感，大学生活の適応感，アタッチメント
について，各尺度の各項目を加算し各下位尺度
得点を算出した。各尺度得点の平均値と標準偏
差，学年ごとの得点はTable１に示す通りであ
る。「孤独感」については，２年生の得点が他
の学年に比べて高い傾向にあるが，学年による
分散分析において学年差は示されていない。
今回の対象者の孤独感尺度得点は，これまで
に孤独感尺度を用いた研究において示されてい
る得点に比較して，かなり高い得点となってい
る。工藤ら（１９８３）の研究では，高校生，予備

Table１ 孤独感，大学生活への適応感，アタッチメント尺度得点
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校生，大学生（１年～３年），夜間大学生，３０
代社会人，４０代社会人，アルコール依存症患者
らに対して，孤独感尺度を実施している。この
研究での大学生の得点は，新入生（男）が４０．５７
（SD：８．５４），新入生（女）が３５．６４（SD：７．５６），
大学３年生（女）３７．３９（SD：８．３２），夜間大
学生（女）３６．４４（SD：７．９９）となっており，
比較対象群であるアルコール依存症患者の得点
ですら４３．５８（SD：８．４０）となっている。また，
丹羽（２００５）の大学生を対象にした研究でも，
愛着回避低群で愛着不安が低い群の得点が
３５．８１（SD：８．９７），愛着回避高群で愛着不安
が高い群の得点は４４．２８（SD：１０．１０）となっ
ている。これまでの研究で示されている得点か
ら考えると，孤独感尺度得点が最も低い１年生
でも５０．４５であることから，今回の対象者の得
点がはるかに高いことが分かる。Peplau &
Perlman（１９７９）は，孤独感は人の社会的関係
のネットワークが，その人の願望より小さいか
心理的な満足感を低下させる時に生起すると
し，孤独感は，人間の社会的相互作用における
願望レベルと達成レベルの間の不一致から起こ
ると定義している。今回の対面授業の中止や大
学に登校することができず友人や教員等と交流
できない状況等の予期せぬ事態は，まさに，願
望レベルと達成レベルの不一致にあたり，この
食い違いが想像以上に大きい大学生活を，今回
の対象者は過ごしており，孤独感の強さに反映
されたとみることができるだろう。今後の学生
の様子を含めて注意深く観察する必要があると
考えられる。
「大学生活への適応感」は，もともと松原ら

（２００６）がメンタルヘルス尺度の一部として設
定しているものである。「学業へのつまづき」「大
学への不本意感」「不規則な日常生活」「大学生
活の充実感の乏しさ」「自分への自信のなさ」か

らなる。学業へのつまづき（F（３，１１１）=６．９５，
p<.００１），自分への自信のなさ（F（３，１１０）=５．１４，
p<.０１）について，２年生の得点が他の学年よ
りも有意に高い得点となっている。Tukey 法
による多重比較の結果，学業へのつまづきでは
２年生と３年生の得点間，２年生と４年生の得
点間，そして１年生と３年生の得点間に５％水
準の有意差が見られた。自分への自信のなさで
は，２年生と１年生の間と２年生と４年生の間
に５％水準で有意差が示された。大学生活の充
実感の乏しさについては，１年生の得点が他の
学年に比較して高めであるが，分散分析による
学年差は示されていない。大学への不本意感に
ついては全ての学年でほぼ得点に違いは見られ
ない。環境の変化が一番大きいことが想像され
た１年生よりも２年生において適応に苦戦して
いることが示唆される。
「アタッチメント」については，２年生にお
いて安定性の得点が他の学年に比べて有意に低
い（F（３，１１２）=２．８３，p<.０５）。また，アンビバ
レント性の得点においても，他の学年に比べて
有意に高い得点を示している（F（３，１１２）=４．９０，
p<.０１）。Tukey 法による多重比較をみると，
安定性については学年間に有意差は示されてい
ないが，アンビバレント性において，２年生と
１年生との間に有意差が示されている
（p<.０５）。
これらの結果から，入学式やオリエンテー
ションもない状態で今年度がスタートし，授業
の全てがオンライン授業で行われている中で，
新入生である１年生の状況が気にかかっていた
が，１年生よりもむしろ２年生において，孤独
感が高く，大学生活への適応感も低いことが示
された。２年生において他の学年に比べて新し
い大学生活への適応に困難さが見られている。
これは対人的な構えがアンビバレント傾向であ
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ることが関連している可能性があると考えられ
る。つまり，２年生の不適応感は，大学生活に
おける２年生という時期の問題ではなく，今回
の対象者の特性が反映された結果である可能性
も考えられる。そのため今後，さらなる分析計
画を考慮し検討することで，これらの関連や因
果関係について明らかにしていく意義が推察さ
れた。

２）負担感やコミュニケーション行動等の現状
について
次に，実際に新しい大学生活を送る中で感じ
ている具体的な負担感や対応について知るため
に，オンライン授業に対する負担感，コミュニ
ケーションの状況，友人数について取り上げて
分析を行った。
「オンライン授業に対する負担感」は，「機器
やツールに関する不慣れさ」「所有している機
器の機能の不十分さ」「通信環境の不安定さ」「授
業に集中できる環境がつくれない」「心理的負
担」「身体的負担」「課題に多さ」について，ど
の程度感じているかを「感じたことはない」か

ら「良く感じた」の４段階で評定してもらった。
それぞれに１～４の評定得点を与え，学年によ
る分散分析を行った。その結果はTable２に示
す通りである。
「機器やルールに関する不慣れさ（p<.００１）」

「心理的負担（p<.０１）」「身体的負担（p<.０１）」
「課題の多さ（p<.０１）」において学年の違いに
よる有意な差が示された。機器やツールに関す
る不慣れさは１年生において他の学年よりも負
担感が有意に高く，Tukey 法による多重比較
で４年生との間に有意差が示されている
（p<.０５）。心理的負担，身体的負担，課題の多
さでは，２年生において他の学年より負担感が
有意に高くなっている。Tukey 法による多重
比較では，心理的負担，身体的負担において１
年生と４年生，２年生と４年生の間に有意な差
が示されている。課題の多さについては，２年
生と４年生，３年生と４年生の間に有意差が示
された。つまり，４年生が感じる負担感が他の
学年に比較して軽く，適応感が高いと言える。
なお，身体的負担の具体的な内容については，
目の疲れや肩こり，腰の痛み，頭痛などの訴え

Table２ オンライン授業の負担感

大学生活への適応と孤独感について―コロナ禍による大学生活の変化に着目して―

― 58 ―



が多い。オンライン授業のメリットとして，通
学からの解放と支度準備の少なさを挙げている
学生が多く，身体的負担感は対面授業よりも少
ないとする意見が多くみられた。心理的負担に
ついては，一人で授業を受けることへの負担感，
友人に会えないこと，すぐに質問できないこと，
課題の内容や行っていることがあっているか確
認できないことなどがあがっており，心理的負
担感の内容が孤独感に関連する内容であるよう
に感じられ，影響の可能性を仮説として立てる
ことができるかもしれない。
「コミュニケーションの状況」について，コ
ミュニケーションの頻度を，教員，友人，家族
にわけて回答を求めた（Table３）。「教員」と
のコミュニケーションの頻度については，全く
コミュニケーションをとっていない，すなわち
一度もコミュニケーションをとったことがない
（０回）学生が全体で２５．０％おり，１年生では

３３．３％，２年生では４０．０％にのぼっている。ま
た，週に１回未満も４２．７％であり，１年では
３０．８％，２年生では４４．０％となっている。３年
生では週に１～３回の頻度でのコミュニケー
ションの割合が４７．６％，週に４～６回の頻度も
１４．３％となっており，教員と頻繁にコミュニ
ケーションをとっていることが示された。「友
人」とのコミュニケーションの頻度については，
毎日の割合が４４．４％，週４～６回の割合が
２５．６％となっており，約７割を占めている。１
年生と２年生において毎日，友人とコミュニ
ケーションをとっている割合が４８．７％，４８．０％
と高くなっている。「家族」とのコミュニケー
ションの頻度については，毎日が８２．９％である。
また，コミュニケーションの頻度について「な

し」０から「毎日」４までの評定得点を与え，
学年による分散分析を行った。その結果（Table
４），教員とのコミュニケーションの頻度にお

Table３ コミュニケーションの頻度
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いて３年生の頻度が他の学年に比較して高く，
有意な差が示された（F（３，１１３）=５．１２，p<.０１）。
また，Tukey 法による多重比較では３年生と
１年生，３年生と２年生の間に有意差が示され
た（p<.０５）。１年生は家族とのコミュニケーショ
ン，２年生は友人とのコミュニケーション，３
年生は教員とのコミュニケーションを密にとり
ながら過ごしている。なお，自分を支えてくれ
る存在として，「家族」か「友人」のいずれか
を挙げる人と，「家族と友人」の両方を挙げる
人のパターンがみられた。家族では特に母親の
割合が９割を超えていた。青年期においては重
要な他者は家族から友人に移行することが知ら
れているが，直接的な交流が出来ない状況の中
で，家族が支えになっている割合も多いことが
示された。特に１年生においてその傾向は顕著
であった。
「友人の数」について，学内の友人数と学外
の友人数に分けて回答を求めた。学内の友人数
の平均は２．１人（SD：２．２）であるが，全体の
３０．４％が学内に友人が一人もいないと回答して

いる。次いで１人が１９．１％，２人が１６．５％であ
る。特に１年生の６４．１％は学内に一人も友人が
いない状況にある。学年ごとの平均友人数は
Table５に示す通りであり分散分析の結果，１
年生における友人数が有意に少ないことが示さ
れ（F（３，１１１）=７．９６，p<.００１），Tukey 法 に よ
る多重比較において，２年生と１年生の間，４
年生と１年生の間に有意差がみられている
（p<.０５）。一方，学外の友人数の平均は４．３人
（SD：５．１）であり，学外に友人がいない割合
は３．４％である。各学年の学外の平均友人数は
Table５に示す通りであり，友人数に有意な学
年差はみられない。１年生については，前期期
間において一度も同級生と直接顔を合わせる機
会がなく，授業もオンデマンドによる授業であっ
たことから，学内における友人をつくる機会が
得られなかったことが結果にあらわれている。

２．新しい大学生活への適応に影響を与える関
連要因についての検討
新しい大学生活への適応に影響を与えると考

Table４ コミュニケーションの比較

Table５ 友人数の比較
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えられる関連要因について，孤独感，大学生活
への適応感，アタッチメント，オンライン授業
への負担感，コミュニケーションの状況，友人
数についてとりあげ検討を行う。
１）大学生活への適応感に関連する要因の検討
大学生活への適応感，アタッチメント，孤独
感，コミュニケーションについて，各尺度の下
位尺度得点を用いて相関係数を算出し分析を
行った。各下位尺度間の相関はTable６に示す
通りである。
まず，各尺度内における下位尺度間の関係に
ついて検討した。「大学生活への適応感」につ
いては，「学業へのつまづき」と不規則な日常
生活，大学生活の充実感の乏しさ，自分への自
信のなさとの間に弱～中程度の正の相関がみら
れた。「大学への不本意感」と不規則な日常生
活との間にも正の相関が示された。「不規則な
日常生活」では，大学生活の充実感の乏しさ以
外の因子との間に正の相関が示されている。「大
学生活の充実感の乏しさ」は学業へのつまづき
と弱い正の相関があり，「自分への自信のなさ」
は学業へのつまづき，不規則な日常生活と正の
相関が示された。学業へのつまづきには不規則
な日常生活が関連すること。あわせて大学生活
の充実感の乏しさとも関係があること。さらに
自分への自信のなさにも関連していることが示
された。学業へのつまづき，大学への不本意感，
自分への自信のなさには「不規則な日常生活」
が関連することから，規則正しい生活を送るこ
とが新しい生活への適応を高める方向に働く可
能性が推察される。佐藤ら（１９９７）も大学生に
おいては日常の生活習慣が精神的健康度に影響
を及ぼしていると指摘している。これらの結果
からも大学生活に対する適応への介入の際に
は，規則正しい生活の指導が有効である可能性
が考えられる。

「アタッチメント」では，「安定性」とアンビ
バレント性，就学前の否定的な母子関係，回避
性との間に弱～中程度の負の相関がみられ，「回
避性」ではアンビバレント性，就学前の否定的
な母子関係との間に弱い正の相関，安定性，就
学前の安定的な母子関係との間に弱い負の相関
が示され，「アンビバレント性」では回避性，
就学前の否定的な母子関係，就学前のアンビバ
レント的な母子関係との間に弱い正の相関，安
定性との間に中程度の負の相関が示された。
「コミュニケーションの状況」については，
教員，友人，家族とのコミュニケーションの頻
度について答えてもらい，それぞれの関連を，
相関係数を算出し分析した（Table８）。教員
とのコミュニケーションの頻度は友人とのコ
ミュニケーションの頻度と弱い関連がみられ
る。また，友人とのコミュニケーションの頻度
は家族とのコミュニケーションの頻度と弱い関
連がみられた。
次に，孤独感，大学生活への適応感，アタッ
チメント，コミュニケーションの頻度との関連
について検討を行った。「大学生活への適応感」
と「アタッチメント」との関連では（Table６），
学業へのつまづき，不規則な日常生活，自分へ
の自信のなさと「アンビバレント性」との間に
弱～中程度の正の相関が，大学への不本意感，
不規則な日常生活，自分への自信のなさと「回
避性」の間に弱い正の相関が，大学への不本意
感，不規則な日常生活，自分への自信のなさと
「就学前の否定的な母子関係」の間に弱い正の
相関が，自分への自信のなさと「就学前のアン
ビバレント的な母子関係」との間に弱い正の相
関が示された。「安定性」については学業への
つまづき，大学生活の充実感の乏しさ，自分へ
の自信のなさとの間に弱～中程度の負の相関が
示された。「孤独感」と「アタッチメント」と
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の関連では，「アンビバレント性」との間に弱
い正の相関がみられた。「孤独感」と「大学生
活への適応感」との関連では，学業へのつまづ
き，大学への不本意感，不規則な日常生活，自
分への自信のなさとの間に弱い正の相関がみら
れている。
これらのことから，対人的構えであるアタッ
チメントが安定傾向の人は大学生活への適応感
が良いが，アンビバレント的な傾向や回避的な
傾向，就学前の母子関係が否定傾向の人は適応
に苦戦している可能性が示唆された。回避傾向
と就学前の母子関係が否定的な傾向の人は，大
学への不本意感を感じやすく，不規則な生活に
なりがちである。アンビバレント的な傾向の人
は学業へのつまづき感を感じやすく，不規則な
生活になりやすいことが考えられる。また，回
避的であったりアンビバレント的である場合，
自分に対する自信のなさに関連があることが示
され，特にアンビバレント傾向の人にその傾向
が強いことがうかがえる。また回避的な傾向は，
「大学への不本意感」と関連が示されているこ
とから，この傾向にある人は不適応の理由を自
分以外の原因に求める傾向がうかがえる。一方，

アンビバレント的な傾向は「学業へのつまづき」
と共に「孤独感」との関連も見られていること
から，不適応の原因を自分に帰属しがちで，学
業へのつまづきを周りと共有できず一人で抱え
込んでいる可能性が示唆され，最も適応に苦戦
している可能性が推察される。なお，安定的な
傾向の人は大学生活への充実感が感じられずに
いるようである。Larose & Boivin（１９９８）は，
環境移行前の時期の愛着が大学入学時の孤独感
に影響することを明らかにしている。また，
Berman & Sperling（１９９１）は，大学入学時の
親への愛着が大学入学３ヶ月後のストレスに影
響することを明らにしている。今回の研究にお
いてもこれらの研究結果と同様の結果が示され
たと言える。
次に「大学生活への適応感」と「コミュニケー
ション」との関連について検討を行った。その
結果（Table７），「教員」とのコミュニケーショ
ンは学業へのつまづき，大学生活の充実感の乏
しさとの間に負の相関が示され，「友人」との
コミュニケーションについても，学業へのつま
づき，大学生活の充実感の乏しさ，そして自分
への自信のなさとの間に負の相関が示された。

Table６ 孤独感，大学生活の適応感，アタッチメントとの関連
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これからのことから，大学生活への適応には，
家族以外とのコミュニケーションが重要である
可能性があり，教員や友人とコミュニケーショ
ンを密にとることが，学業へのつまづきや大学
生活の充実感，自分に対する自信に関連するこ
とが考えられる。なお，「孤独感」と「コミュ
ニケーション」の関連をみると，友人とのコミュ
ニケーションとの間で負の相関が示されてお
り，学内の友人数は学業へのつまづき感に，学
外の友人数は自分への自信と関連する可能性が
あることが示された。大対（２０１５）は大学１～
２年生を対象に大学生活の充実感を規定する要
因について検討した結果，大学生活期待感，交
友満足，不安の３つが関連するとし，中でも最
も強い規定要因となっているのが交友満足であ
ることを見出している。この結果からも，大学
生活が楽しく充実したものと感じられるかどう
かは，大学生活の中でいかに満足できる友人関
係が築けるかに関連することが示唆される。
２）新しい生活への負担感に関連する要因の検討
オンライン授業に対する負担感，コミュニ

ケーションの状況，友人数，アタッチメント，
孤独感，大学生活の適応感がどのように関連す

るかについて，相関係数を算出し検討を行った。
まず，「オンライン授業に対する負担感」の
７項目間の関連について検討した。その結果
（Table８），心理的負担，身体的負担について
は全ての項目との間に弱～中程度の正の相関が
示された。特に心理的負担と身体的負担は関連
が深い。また，心理的負担は課題の多さとの関
連が強く，身体的負担についても課題の多さと
の関連が示されている。機器やツールに関する
不慣れさでは，授業に集中できる環境がつくれ
ないを除く他の項目との間に弱～中程度の正の
相関がみられた。中でも所有している機器の性
能の不十分さとの関連が強い傾向にある。所有
している機器の不十分さについては，課題の多
さ以外の項目との間に弱～中程度の正の相関が
示している。中でも通信環境の不安定さとの関
連が強い傾向にある。通信環境の不安定さは，
授業に集中できる環境がつくれない及び課題の
多さ以外の項目との関連が見られている。授業
に集中できる環境がつくれないでは，所有して
いる機器の性能の不十分さ，心理的負担，身体
的負担との間に弱い正の相関が示された。課題
の多さについては，機器やツールに関する不慣

Table７ 大学生活への適応感，孤独感，コミュニケーション，友人数，アタッチメントとの関連
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れさ，心理的負担，身体的負担との間に弱～中
程度の正の相関をみられた。これらのことから，
機器やツールに関する不慣れさがオンライン授
業に対する負担感に関連する大きな要因となる
可能性が示唆された。パソコンやオンライン授
業のための授業ツールを使いこなせることが重
要であり，使いこなせていないと感じることが
機器の性能やツールが不十分であると感じるこ
とに関連する可能性が考えられる。加えて，心
理的負担感だけでなく身体的負担感，課題の多
さに対する負担感を感じさせることと関連する
可能性が推察される。もう一点，授業に集中で
きる環境を作ることの重要性も示唆された。授
業に集中できる環境が作れないことは，心理的
負担感および身体的負担感を大きくする方向に
働く可能性が示唆される。なお，心理的負担は
家族とのコミュニケーションで和らぐ可能性が
あることも示唆された。
次に「コミュニケーションの頻度」と「アタッ
チメント」との関連をみてみる（Table７）。
就学前の母子関係がアンビバレント的な傾向の
人は教員とのコミュニケーションを避ける，ま
たは苦手な傾向がうかがえる。アタッチメント
が安定的な傾向の人は友人とのコミュニケー
ションが良好であるが，一方で，回避的な傾向
の人および就学前の母子関係が否定的な傾向が
ある人は，コミュニケーションを避ける傾向が
示唆される。家族とのコミュニケーションが良
好な人は就学前の母子関係が安定の傾向である
人であり，反対に就学前の母子関係が否定傾向
にある人は家族とのコミュニケーションを避け
る傾向があることが示唆された。次に「オンラ
イン授業に対する負担感」と「アタッチメント」
との関連を分析した。その結果（Table７），「ア
ンビバレント性」と授業に集中できる環境がつ
くれない，課題の多さの間に弱い正の相関が示

された。また，「安定性」と通信環境の不安定
さ，身体的な負担感に弱い負の相関が示された。
これらのことから，対人的構えが安定的である
ことは対人関係を良好に築けることと関連し，
また，コミュニケーションをよりよくとれるこ
とが，オンライン授業への負担感を軽減するこ
とにも関連があると仮説を立てることが可能か
もしれない。
続いて「オンライン授業に対する負担感」と

「大学生活への適応感」との関連を検討した
（Table７）。機器やツールに関する不慣れさは
学業へのつまづきと弱い正の相関があり，所有
している機器の機能の不十分さは大学への不本
意感，自分への自信のなさと関連が示された。
また通信環境の不安定さについても大学への不
本意感と関連がみられた。授業に集中できる環
境がつくれないことは学業へのつまづき及び不
規則な日常生活と関連している可能性が考えら
れる。なお，「オンライン授業に対する負担感」
と「コミュニケーション」との関連については，
心理的負担と家族とのコミュニケーションとの
間に弱い正の相関が示されたが，「孤独感」お
よび「友人数（学外・学内）」との間に有意な
相関は示されなかった。
これらの結果から，アンビバレント傾向の人
は授業に集中できる環境がつくりにくい傾向が
あり，課題が多く負担に感じる傾向が強い可能
性が考えられる。一方，安定傾向の人は身体的
負担を感じにくいことが考えられる。機器や
ツールに関する不慣れさ，授業に集中できる環
境がつくれないことは学業へのつまづきに関連
があり，所有している機器の機能の不十分さや
通信環境の不安定さは大学への不本意感と関連
することが示された。またこれらの要因は心理
的負担感および身体的負担感，課題の負担感の
強さにも関連していた。オンライン授業という
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新しい授業スタイルへの適応には，機器やツー
ルへの慣れとそれらを使いこなせることが重要
である可能性が推察される。また，授業に集中
できる環境を整えられるかどうかも関連してい
ることが示唆された。大学での対面授業であれ
ば，授業の教室に行くことで環境が整うが，オ
ンライン授業においては，授業を受講する環境
が家庭であることが多く，個々で環境を整える
必要があることから，適切な授業環境をなかな
か作ることが難しく適応に困難さが生じる原因
となっていることが考えられる。大学として，
様々な状況の中で学んでいる学生がいることを
想定し，機器の貸出にとどまらず，集中して学
べる環境への配慮や対応が求められる。

３．孤独感と各要因との関連について
最後に，孤独感が非常に高い状況にあったこ
とから，孤独感の高さが他の要因とどのように
関連しているかについて分析を行った。孤独感
について平均値以上を孤独感高群，平均値未満
を孤独感低群として，大学生活の適応感，アタッ
チメント，オンライン授業の負担感，コミュニ
ケーションの頻度，友人数について，t検定を
行った（Table９）。

「アタッチメント」については，孤独感高群
の得点がアンビバレント性で有意に高い得点で
あった（t（１１１）=２．２９，p<.０１）。このことから，
孤独感が高い人はアンビバレント的な傾向が高
いと言える。「大学生活への適応感」では，「学
業へのつまづき（t（１１１）=２．７４，p<.０１）」「不規
則な日常生活（t（１１１）=２．１９，p<.０３）」「大学生
活の充実感の乏しさ（t（１１１）=２．００，p<.０５）」「自
分への自信のなさ（t（１１１）=２．５４，p<.０１）」にお
いて孤独感高群の得点が高く，有意差が示され
た。孤独感が高い人は大学生活への適応に苦戦
していると言える。「オンライン授業への負担
感」については，孤独感高群の得点が「授業に
集中できる環境がつくれない（t（１１２）=２．０１，
p<.０５）」と「課題の多さ（t（１１２）=２．４９，p<.０１）」
について有意に高い得点であった。「コミュニ
ケーションの頻度」については，「友人」との
コミュニケーションの頻度において有意傾向が
示された（t（１１２）=－１．８５，p<.１０）。孤独感が高
い人は様々な負担感を強く感じる傾向がある
が，それらの負担感について他者に話すことや
協力を求めてコミュニケーションすることが少
ないと考えられる。そのため，ますます孤独感
も負担感も強くなる可能性が示唆される。

Table８ オンライン授業に対する負担感，コミュニケーション，友人数との関連
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Table９ 孤独感の違いによる各要因の得点
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Solano & Parish（１９７９）は，年 齢，性 別 に
関わらず，孤独感は誰か他の人と個人的に重要
かつ私的な事柄について話す機会に欠けること
に原因があると述べている。また，強い孤独感
をいだく人は，社交性に乏しいこと。退屈感や
不幸感が強く，社会的関係性に不満があること
を明らかにしている。この結果は消極的な対人
的な構えや態度，そして否定的情緒が，孤独感
と強く結びついていることを示唆している。今
回の研究でも，孤独感が強い人はコミュニケー
ションの頻度が少ないなど消極的な対人的構え
を有しており，それに伴って孤独感が強いこと
が示された。加えて，自分のことを話さずにい
ることが孤独感を高めることに繋がることも示
されていたと言える。また，ソーシャルスキル
との関係からの研究も多く行われている。大対
（２０１５）は交友満足とソーシャルスキルの関係
について検討し，「関係開始」や「関係維持」の
スキルの高さが交友満足と関係していることを
示している。相川・藤田・田中（２００７）は，ソー
シャルスキル不足が対人不安や孤独感，抑うつ
といった心理社会的問題の原因となり，またそ
の心理社会的問題がソーシャルスキル不足を悪
化させるという悪循環を起こる可能性について
指摘している。これらのことから，交友関係の
広がりのためには，自ら関係を開始することや，
その関係を維持していくことが重要であり，コ
ミュニケーションスキルを獲得することは，大
学生活への適応を促すだけではなく，心理社会
的問題を予防することにもつながると考えられ
る。そのため，友人関係を作る機会を提供する
とともに，スキルとして関係開始や関係維持の
方法についてレクチャーする機会を設けるなど
の対策が有効であるのではないかと考える。

結論
本研究の目的は，コロナ禍に伴うキャンパス
の閉鎖によるオンライン授業の実施や友人や教
員との対面での交流が禁止される等の新しい大
学生活に対する学生の適応感や負担感，孤独感
等について検討することと，大学としてできる
支援について考察することであった。
大学生活への適応感のうち，大学生活の充実
感の乏しさは自分への自信のなさと関連し，学
業へのつまづき，大学への不本意感，自分への
自信のなさは「不規則な日常生活」と関連が高
かった。オンライン授業に対する負担感では，
「機器や授業ツールを使いこなせていないこと」
「授業に集中できる環境が作れないこと」が，
心理的負担，身体的負担，課題の多さに対する
負担，そして「学業へのつまづき」と関連があ
ることが示されていた。また，教員や友人との
コミュニケーションは，「学業へのつまづき」「大
学生活の充実感の乏しさ」と関連があった。全
体的に孤独感が高く，１年生において学内に友
人が一人も居ない割合が６４．１％であった。孤
独感が高い人は「大学生活への不適応感」「オ
ンライン授業に対する負担感」が高いことが示
され，コミュニケーションの頻度も少なく，人
間関係のスムーズな確立やコミュニケーション
に苦手さを持ち，そのため新しい環境への適応
感が低いことが示唆された。
孤独感が高い人は，対人的構えとして「アン
ビバレント傾向」が高かった。また，「アンビ
バレント傾向」「回避傾向」の人は大学生活へ
の適応に苦戦している可能性が示唆された。回
避傾向の人は「大学への不本意感」，アンビバ
レント傾向の人は「学業へのつまづき感」を感
じやすく，共に「不規則な生活」「自分に対す
る自信のなさ」に関連が示された。特にアンビ
バレント傾向の人にその傾向が強く，加えてオ
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ンライン授業の負担感として「課題の多さ」「授
業に集中できる環境がつくれない」こと，さら
に「孤独感」との関連も示された。このことか
ら，アンビバレント傾向の人が大学生活への適
応に最も苦戦している可能性があることが示唆
された。
これらのことから，大学として学生の大学生
活に対する適応への介入の際には，①規則正し
い生活の指導から始めること。②機器の取り扱
いに対して不安のある学生に対するサポートを
行うこと。③様々な状況の中で学んでいる学生
がいることを想定し，機器の貸出にとどまらず，
集中して学べる環境への配慮や対応を考えるこ
と。④コミュニケーションや交流の機会の提供
にとどまらず，コミュニケーションのスキルと
して関係開始や関係維持の方法についてレク
チャーするような機会を設けること等の対策が
有効であるのではないかと考察する。

今後の課題
今回の研究は大学生活が変化しての最初の研
究に位置づくものである。現在の状況はこの先
も続く可能性がある現在進行形の事象であり，
この先も継続的に研究を続けていく必要があ
る。なお，今回の対象者は限られた一部の学生
であったため，対象の特徴に偏りが生じた。そ
のため，対象者を増やして検討する必要がある。
また，大学生活の全体像を，学年学科を越えた
視点から継続的に捉える必要性と，学年や学科
別に特徴があることも考えられることから，学
年，学科による違いの視点から捉える必要性の
両方からのアプローチが必要である。
また，今回は新しい生活への適応や負担感に
ついて，いくつかの要因との関連が示されたが，
因果関係を明らかに出来たわけではない。より
詳細な関連性や影響について分析を進めるとと

もに質的な情報も加えながら検討する必要があ
る。合わせて，これまでにも影響や関連がある
とされている，自尊感情やソーシャルスキル，
自己開示や帰属意識，ソーシャルサポート等の
関連要因との検討も行い，エビデンスに基づく
学生支援や対応に繋がる提案が行える研究が必
要である。
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Abstract

The purpose of this study is to investigate adaptation, feelings of loneliness and the real situation
among university students in their new lives at university due to the COVID-19 pandemic. Another
purpose was to examine the connection between the factors that are thought to affect adaptation
and feelings of loneliness. New university life is defined by online lectures and the inability to meet
directly with friends and teachers due to the closure of the campus. Loneliness caused by online
lectures is seen as a cause of stress. A study was made of the connection between adaptation and
feelings of loneliness with regard to new university life and the heavy load of online lectures, the
status of communication, and the number of friends. The results showed a strong feeling of
loneliness overall. In the first grade, 64.1% had no friends in the university. Adaptation to university
life is related to living a regular life. People with ambivalent tendencies struggle to adapt. The
results showed that it was important to make proficient use of equipment and tools due to the
heavy load of online lectures, and that it was important to have an environment where students
could concentrate on the lectures. People with ambivalent tendencies have a low frequency of
communication, especially with teachers, and they feel a heavy burden due to online lectures.
People with a strong sense of loneliness have a strong inability to adapt, and they feel a heavy
burden due to online lectures. They also tend to have less communication with their friends.

Keywords：Adaptation to university life, Feelings of loneliness, Online lectures, Attachment,
COVID-19 pandemic
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